
本セミナーでは、『食』を切り口としてインバウンドに関する情報提供を行います。食文化を活用し
たインバウンドの先進事例・最新情報や、「インバウンド対策の一つの資源として地域の食をどのよう
に活用していくべきか」について、講演者それぞれの立場・視点から情報を提供いたします。

さらに、自治体の皆さまが地域の食文化の発信、インバウンド対策を取り組む際に活用できるクレア
の支援制度等について紹介します。

日 時 平成30年9月28日(金) 13：00～16：45 ※12：40頃より受付開始

場 所 大阪駅前第３ビル17階 TOG貸会議室 1･2号室（大阪府大阪市北区梅田1-1-3）

主 催 一般財団法人自治体国際化協会

対 象 者 自治体、DMO・観光協会含む関連団体等職員

参 加 費 無料 ※事前登録制（先着順、定員80名程度）

▶自治体の経済活動を支援します

クレア 海外経済セミナー
(食×インバウンド) in 大阪

参加者募集！！

開催概要開催概要

内容・次第内容・次第 テーマ 『食×インバウンド』

13:00-13:10 開会あいさつ

(一財)自治体国際化協会 常務理事 舩山 範雄

■基調講演

13:10-14:00

「ガストロノミーツーリズムのすすめ」

(公社)日本観光振興協会 事業推進本部 国際交流推進室長 中村 慎一 氏

■講 演 ①

14:00-14:50

「海外から見た日本食 ～ハレからケへ、変わる外国人の視点～」

(株)JTB総合研究所 コンサルティング第一部 主任研究員 倉谷 裕 氏

14:50-15:00 ＝休憩＝

■講 演 ②

15:00-15:40

「金沢が持つ資産やポテンシャルを活かした食文化の魅力発信」

金沢市 経済局産業政策課長 土村 誠二 氏

■講 演 ③

15:40-16:30

「農泊を活用した地域活性化について～地元の食材が地域の魅力に！～」

(一社)日本ファームステイ協会 事務局長 大野 彰則 氏

16:30-16:45 クレア事業紹介（JET等外国人（目線）の活用事例、クレア支援制度の紹介）

(一財)自治体国際化協会 交流支援部

※ 内容・時間は講演者の都合等により、当日変更される場合がございます。

※ 申込フォームでのお申込みができない場合は【①団体名 ②部署名 ③役職・氏名 ④電話番号 ⑤メールアドレス】

を記載の上、メールにてお申込みください。

申 込 期 限 9月18日(火)までに、下記のHPの申込フォームにてお申し込みください。
http://economy.clair.or.jp/activity/seminar/（経済交流課・海外経済セミナーHP内）

問 合 せ 先 一般財団法人自治体国際化協会 交流支援部 経済交流課（担当：高山）

TEL：03-5213-1726 ／ E-mail：keishin@clair.or.jp

参加申し込み参加申し込み



自治体の経済活動を支援します

② (株)JTB総合研究所 コンサルティング第一部 主任研究員 倉谷 裕 氏

1991年日本交通公社（現JTB）に入社。主に地方自治体をクライアントに、視察旅行、業務出
張、観光マーケティング、観光プロモーション、MICE、地域活性化、訪日外国人誘客事業など幅広
い分野を担当し、2013年から現職。これまでの年間出張日数は平均150日を超える。その現場目
線での伴走型地域活性化支援スタイルで、豊富な経験を活かしながら日本全国の地域課題の解決
を手掛けている。
当セミナーでは、郷土料理や食文化を通じて地域が元気になった事例を交えながら、食とインバウン
ド（外国人）がもたらす地域への波及効果とその必要性について紹介する。

会場地図・アクセス会場地図・アクセス

講師プロフィール・内容講師プロフィール・内容

③ 金沢市 経済局産業政策課長 土村 誠二 氏

1986年、金沢市役所入庁。歴史と文化薫る金沢で、保存と開発の調和によるまちづくりや、世界
の交流拠点都市の実現に向けた施策に取り組む。
2015年北陸新幹線金沢開業後、観光政策課長として欧州・富裕層・女性に絞るインバウンド戦
略を進め、現在、ＡＩ等の第４次産業革命に対応した新産業創出ビジョン策定や、食文化の継
承・振興、海外ラグジュアリークルーズ誘致を行う。
当セミナーでは、金沢における多様な食文化の国内外発信策等を紹介する。

① (公社)日本観光振興協会 事業推進本部 国際交流推進室長
（(一社)ONSEN・ガストロノミーツーリズム推進機構 監事）中村 慎一 氏
サントリー㈱を経て全日本空輸㈱より当協会に派遣・現職 。同社の国際線事業畑を歩み、2度

の海外駐在を挟んで、レベニューマネジメント、路線開設、貨物専用機事業、外国企業とのアライアン
ス、外国政府・米軍の調達案件の推進に従事。地域と海外を結びつけることを主眼に 2015年 国
連世界観光機関（UNWTO）との包括的業務提携を締結し、その主たるテーマとして我が国のガス
トロノミーツーリズム推進に携わっている。
2016年には(一社)ONSEN・ガストロノミーツーリズム推進機構(会長 涌井史郎)の設立にも参画。
2017年4月に、UNWTO、㈱ぐるなび社と当協会の3者にて我が国のガストロノミーツーリズムの共同
調査実施で合意し6-11月に調査を行なった。本年5月にはタイ・バンコクで開催されたUNWTO国
際会議において我が国の現状についての報告も行っている。
当セミナーでは世界の潮流でもあるガストロノミーツーリズムと我が国の取り組みについて紹介していく。

④ (一社)日本ファームステイ協会 事務局長（(株)百戦錬磨 事業戦略室）
大野 彰則 氏

携帯電話会社のサービス開発、楽天トラベル(株)のマルチ媒体、広告運用、総務等を担当後
2014(株)百戦錬磨に参画。日本初の農林漁家民宿予約サイト「とまりーな」、農林漁業体験民宿
登録実施機関事務局等を推進。2016年特区民泊開始後、制度分析、業務設計に従事、以降
OTA、民泊、農泊の知見を以て、第16回全国ＧＴネットワークセンター東京大会幹事から、全国の
自治体及び実践者団体への農泊関連講演まで農泊サポート経験多数 。
当セミナーでは、イギリスでのファームステイの先進事例も踏まえ、農泊を活用した地域活性化につい
て紹介する。

・JR東西線「北新地駅」より徒歩約2分

・JR各線「大阪駅」より徒歩約8分

・阪神各線「梅田駅」より徒歩約5分

・阪急各線「梅田駅」より徒歩約10分

・地下鉄御堂筋線「梅田駅」より徒歩約5分

・地下鉄谷町線「東梅田駅」より徒歩約5分

・地下鉄四ツ橋線「西梅田駅」より徒歩約5分


